








































































（１）No．１６２ 

群馬菱の実会だより 

菱の実会 秋の親睦旅行 参加のご案内 

『 甲斐路・石和温泉 』 の旅 
 恒例になっています、菱の実会 秋の親睦旅行を先月号でご案内したところ、３２人の

方々から参加の申込みをいただきました。事務局に届いています参加者は、下記の通り

です。参加の漏れ、及び集合場所、時間のご確認をお願いいたします。 

 長嶺  元  立浪 嘉明  大槻 伸次  長谷川正男  福島  晃  ＊  

 増田 三郎  河村  洋  長澤 英治  荒木  勲  東条 孝雄 ＊ 

 近藤 正司  荒木 計央  石関 武司  小林 昌樹  篠崎 辰夫 ＊ 

 坂田 孝志  久保 弘行  田部井米司  田口 勝也  大谷 清輔 

 金子 吉男  下山 国夫  荒井 昭三  細野 孝雄   

 境野 賢治  上村 統久  石尾 延也     佐藤 辰利   

 内田  勇  糸井  功  斎藤 慶蔵  田野 博保   

 （１） ＊印の方は，ＪＲ深谷駅（１０：３０予定）で乗車、無印の方は，馬電正門前 １０：００ 

出発です。９：４５までに集合ください。 

 （２） 車中の飲み物・食べ物は用意しません、必要な方は各自ご用意願います。 

 （３） 馬電正門前集合の方の駐車は，正門前グランドを使用ください。雤天の時は 

当日指示しますが駐車スペースの都合から、なるべく乗り合わせでお願いします。 

 （４） バスの中で旅行のしおりを配布します。また参加費（１７０００円）を徴収させて 
いただきます。 

第２７回菱の実会ゴルフ大会 高木よし子さん 優勝 

 ８月１０日、台風７号通過後の猛暑の中、

上武ゴルフ場で３２名の参加で開催されま

した。大変暑い中での大会でしたが、日頃

の健康管理の良さで、全員元気に終了す

ることが出来、幹事一同喜んでおります。

今後も、益々身体を大切に、次回開催に

向け頑張ってください。 

 上位入賞者は、右記の通りです。 

 

０６年度・馬電ふれあいフェスティバルのご案内 
１０月２０日（金）１７：３０～２０：００ 馬電構内で実施されます。今回は、菱の実会から「素人

演芸」として、急編成のＯＢバンド（アコーディオン、キーボード、ギター、トランペット、ウクレ

レ、サックスなど）が特別出演します。ご期待下さい。 

 

順位 氏 名 ＧＲＳ ＮＥＴ 

優勝  高木よし子 81 71.4 

準優勝  岡部  勇 85 71.8 

３位  川口  博 81 72.6 

４位  高木 和彦 86 72.8 

５位  稲葉 征一 87 73.8 

６位  佐藤 好一 85 74.2 

７位  坂田  修 78 74.4 

群馬菱の実会だより 2006-10-2(月) 
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      【 第２７回菱の実会ゴルフ大会の記念写真 】  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（ 菱の実会ホームページ上では、カラーで大きくご覧いただけます ） 

 

新会員紹介（会員番号 ３８５） 本多昭夫さん（平成１８年８月３１日退職） 

   〒370-0035 群馬県高崎市柴崎町 2284-1 電話 027-352-5531 
 

このたび、菱の実会に入会させて頂くことになりました本多です。 

よろしくお願いいたします。定年まで２年７ヶ月を残していますが、家庭の事情により平成１８

年８月３１日付けで三菱電機を退職しました。 

昭和４２年の入社以来、平成７年２月から１１年３月の製品安全センター（大船製作所内）勤

務を除いて全て群馬製作所に勤務さ

せて頂きました。 

担当職務は、クリーナ、ファンヒータ等

のモータの工作技術、生産技術、光

ピックアップの特性試験、ファンヒータ

の開発試験、温水器のサービス業務

等といろいろな経験をさせて頂きまし

た。この間、諸先輩の皆様にはなにか

とご指導頂き有難うございました。 

今後も、諸先輩の皆様には多岐にわ

たりご指導を下さるようよろしくお願い

いたします。 

 

 太田市尾島ぴっころ福祉作業所の作業応援の御礼 

 ９月１１日（月）～１３日（木）までの３日間、延べ１０人の菱の実会員の作業応援を頂き、 

所長さんからお礼の連絡がありました。ありがとうございました。 
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【 会員投稿 】  

ほあけぼちいあ の 「つれづれのまま」  
 ある日、”ひまじん” なる方からメールでお達しが入った。「老人保護 ? のために会員投稿をせよ」と。 

脅迫的ではあるが身に危険が及ぶほどの怖さがある訳ではなし、まして ”ひまじん” さんは尊敬する先

輩のお一人でもある。断る口実も中々浮かばぬによって、思いつくまヽのくだらぬ拙分を恥書きすること

とした。ときどきお付き合いのほどを。 

 まずは ”ほあけぼちいあ” の良い訳のない言い訳から。当人は子供の頃からいたってのなまかわ者

（怠け者）である。即ち汗水たらすを厭うも結果を求める、良くいえば生産性を高くの志向だが・・・。こう

いうのから生まれる結果は大抵身に付かぬ。なまかわ者は自身の経験からいえば根気がない。根気の

無さの一つに本を読むのがいたって好きではない。苦手である。しかしながら人の話を聞くのは結構好

きである。ということで、これからの思いつくままの書きなぐりはほとんど全部といっていい程の聞きかじり

である。じゃによって拙文。即ちくだらぬことばかりである。 

 前置きが長くなった。初回のお題は手垢べったりの 

「ぼちぼちお墓 でもつくろうか」  

 ２年ほど前に公園霊園の一角に墓地をもとめた。条件の一つに３年以内に墓碑を建てることになって

いる。そろそろどんなお墓にしようか考えなければならぬ。勿論吾も妻も子も孫も名が戒名に変わってい

るわけでもないしまだ当分は変えたくもない。         生家には「先祖代々の墓」があるが、沖縄的

な風習もない離れて分家した身にとってはそこに名を刻まない。 

 吾が生家とその地域の殆どは仏教信心、浄土真宗大谷派（お東さん）。子どものころから、お経のさび

の部分がここちよいメロディーで頭に染み付いている。「キミョームニョージュニョライー、ナムフカシギコー」 

親父が毎晩仏壇に向かって唱えているときは家族みなが後に座って拝んでいた。法事、葬式のとき

の坊さんのお経もここのところがクライマックス。勿論意味はさっぱり分からない。呪文である。 

 仏教はお釈迦さまの教えであること、いうまでもない。２，５００年も前にインドで王さまの子に生まれな

がら自ら修行難行苦行し、３５歳くらいで悟りをひらき８０歳くらいで亡くなっているのとのことであるが記

録はないらしい。 

お釈迦さまにはお墓はない。それは？ ･････････････････････････････････・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 お釈迦さまの教えがいくつもある中で、命あるものはみな生老病死のあと死に変わる（生まれ変わる）、

即ち魂は六道輪廻（りくどうりんね）の何れかに行き着くものの滅することはない、と。死後４９日の間、魂

はさまよいつづけていて、つぎの命に生まれ変わる。 六道輪廻は上等のほうから、天上人・人間・畜

生・餓鬼・修羅・地獄。餓鬼より下等は三途の川の向こうとか。 

お墓も法事も仏事で、お墓は死者の魂を安置するもの。法事は死者の魂を供養するもの（或いは生

者が死者の魂に供養してもらうという説もある）と思い込んでいた。 

しかし、魂は生まれ変るも滅しない。従ってお釈迦さまの教えである仏教には、お墓もなければ、４９

日以後の法事もないということである、と。 

だがしかし、吾の知るところ日本中の仏教のお寺さんお坊さんで、お墓は要らない、法事はすることは

ないなどとするのを聞いた事がない。なぜ？？？。 

（菱の実会員の方で、否々、お釈迦さまの教えはそうでないとか、お墓は要らない法事はしないお寺

や坊さんお知りの方は 菱の実だより で是非教えてくだい。） 

 さて、吾が墓碑は・・・・。吾が生家は仏教信心の浄土真宗大谷派であったが、吾も仏教徒である訳で

はない。むしろ無宗教無信徒である。 

墓碑には吾の分としてはつぎのような事を建立のときとりあえず刻もうかと考えている。妻や子供たち

に強要はしないつもりである。 

吾の名前は、父親はだれで母親はだれ、続柄はなに、どこで生まれたのか。 

亡くなる日は自分では刻まない。戒名は付けてもらおうかな？（付けるならば浄土真宗大谷派で） 

＜この回 おしまい＞ 
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◇ お し ら せ ◇ 

  日時 場所 申込み、その他 

1 
１０月の 

 囲碁愛好会 
１０月１６日（月） 

９：３０～ 
赤城倶楽部 

 

２ １０月の麻雀会 
１０月１２日（木） 
１０月２０日（金） 
９：３０～１７：００ 

赤城倶楽部 
会費 

２０００円 

申込み１０/１０(火)１６日(月) 
下山國夫（0277-78-3204） 
荒井昭三（0276-52-0803） 

３ 
１０月度 
グランドゴルフ例会 

１０月２３日（月） 

９：３０～ 
利根グランド

ゴルフ場 
希望者は、直接会場へ。 

４ 
１１月の 

パソコンサークル 
１１月６日（月） 
１３：３０～１５：３０ 

労組事務室 ご自由にご参加ください 

５ 
１１月の 

カラオケ月例会 
１１月６日（月） 
１７：３０～２０：３０ 

カラオケ本舗 
「まねきねこ」 

0276-52-3450 

申込み：１０月３１日（火）まで 

佐藤辰利（0276-52-4688） 

大橋  浩（0276-52-3866） 

６ 編集委員会 
１０月２３日（月） 

１１：３０～ 
組合会議室 

都合の悪い場合は、事務局

まで忘れずにご連絡をお願

いいたします ７ 幹事会 
１１月６日（月） 

１６：００～ 

 

編集後記  
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・  今 号 から、「菱 の実 会 だより」の紙 面 づくりを、岩 松 さんから引 継 いで小 生 が担 当 させて

頂 くことになりました。これまでと同 様 、親 しみやすい紙 面 づくりに努 めていきたいと思 い

ますので、よろしくお願 いいたします。  

・  菱 の実 会 ホームページが、１０月 で開 設 から１年 がたちました。９月 １５日 現 在 のアクセ

ス数 は、累 計 で３０００件 を超 え、ここ一 ヶ月 は３００件 以 上 を数 えました。  

たくさんの皆 さんにご利 用 頂 き、お礼 申 しあげます。  

これからも、会 員 皆 さんの活 動 状 況 や、お役 に立 つ情 報 をどんどん提 供 してまいります

ので、引 き続 きご活 用 下 さるようお願 いいたします。  

インターネット環 境 をお持 ちの方 は、「菱 の実 会 だより」をホームページでご覧 頂 き、  

郵 送 料 の削 減 にご協 力 下 さる様 お願 いいたします。  

・  「菱 の実 会 だより」、「菱 の実 会 ホームページ」についての、忌 憚 のないご意 見 ご要 望 を

ぜひお寄 せ下 さい。  

                                                （篠崎 辰夫 記） 
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群群馬馬菱菱のの実実会会だだよよりり  

菱の実会 秋の親睦旅行  

『 甲斐路・石和温泉 』 の旅行記 

今年の親睦旅行は、
“のんびり行けて、安
くて、お風呂風情の
良い所”を業者に選
んでもらい、甲斐路・
石和温泉のホテルふ
じに行って来ました。 
晴天に恵まれ埼玉北
部の山深い紅葉をな
がめながら山梨へ、
西沢渓谷で昼食と散
策石和温泉に入りワ
イン工場見学、ワインを試飲以上飲んで気分上々でホテル入り。早速ホテル自慢の岩風
呂に入り宴会、多いに語り歌い親交を深めることが出来ました。 
翌日は香りと癒しのハーブ園、武田氏の菩提寺である恵林寺を見学、帰りは往路と同じ 
１４０号で無事帰着。楽しい旅を満喫することが出来ました。 

恵林寺にて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

群馬菱の実会だより 2006-11-6(月) 

 

前号でご案内した、馬電ふれあいフェスティバルは、会社の都合で中止となりました。急編成のＯＢバンドが、 

この日のために練習を重ねてきましたが、来年の菱の実会総会の懇親会の場で披露したいと考えております。 

ハーブ園にて 

恵林寺三重塔 

ホテル前での集合写真 

 

 菱
の
実
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
旅
行 

写
真
集
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。 

お疲れのようです・・・ 

恵林寺三重塔 



夏季グランドゴルフ大会が、去る８月２８日（月）利根グランドゴルフ場で１８人の参加で

行なわれました。今回は、曇りのなかで夏としては天候に恵まれ、赤城コース・榛名コー

ス・妙義コースの２４ホールで熱戦がくりひろげられました。 

結果は、２本のホールインワンを出した長嶺 元さんが優勝カップを手にしました。 

なお、この優勝カップ・準優勝カップは、題５０回記念大会で新規購入し、取りきりにす

ることが決まりました。 
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第４４回（夏季）グランドゴルフ大会 長嶺 元さん 優勝 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

順位 氏 名 ＨＤ スコア １打 ２打 

優勝  長嶺  元 ３ ５８ ２ １０ 

準優勝  平賀  一 ０ ６２ ０ １４ 

３位  田部井秀夫 １ ６２ ０ １３ 

４位  長嶺美恵子 ６ ６４ １ １１ 

５位  滝 亀三郎 ３ ６４ ０ １１ 

６位  高橋 勝美 １ ６４ ０ １１ 

７位  根岸利喜蔵 ４ ６６ ０ １４ 

８位  茂木 鶴次 １ ６６ ０ １１ 

９位  久保田 舜 ０ ６６ ０ ９ 

１０位  増田 三郎 ０ ６７ ０ １０ 
 

  

ホームページ上で、カラーで大きくご覧いただけます 

最近、漢字がなかなか出てこない。書けない、読めない。パソコンの漢字変換に迷った

り、誤変換したり ・・・ そんなことありませんか。 

ためしてガッテン。脳の老化防止にお試し下さい。 ―――菱の実会ホームページより 

◎ 間違えやすい同音異義語 

日本語は同音異義語が多い。これが漢字を難しく複雑にしている。だからおもしろい。 

         ＜ 正しい方を ○でかこんで下さい。こたえは、最後のページにて ＞ 

１．母は長女なので「おば」と私はたった６才しか違わない。   ａ 叔母 b 伯母 

２．思ったより早く 「かいふく」 し一昨日退院いたしました。  ａ 回復 b 快復 

３．犯人を 「ついきゅう」 したら、意外な事実が出てきた。   ａ 追求 b 追及 

４．彼の報告は、要点を 「てきかく」 に示している。       ａ 適確 b 的確       

５．子供の 「いし」 は、尊重しよう。                 ａ 意思 b 意志 

６．友人宅を「ほうもん」する。                   ａ 訪門 b 訪問 

７．どんな客にも、巧みに「おうたい」する。          ａ 応対 b 応待  

８．おかげで 「しょき」 の目的を達成いたしました。       ａ 初期 b 所期 

９．「かんぺき」 な演技。                        ａ 完璧 b 完壁 

１０．労使間で 「せっしょう」 する。                 ａ 接衝 b 折衝 
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【 会員投稿 】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“川柳を創って生活に潤いを”楽しんでいます 

                  【 その１ 】           ペンネーム：川柳創駄郎 

 最近、携帯電話の普及率向上に伴い、川柳が流行っているようです。五、七、五の文字

の中に自分の考え伝えたい事をメールで手軽に発信出来ることが受けているようです。 

長い会社生活から開放され、世間でよく言う悠悠自適？の生活に入った。金がかからず

ひま防止、生活に張り合いと潤いをと、川柳を始めました。 

始めてみると結構面白く楽しんでいます、まずは駄作を紹介します。 

最初に、「名月や池をめぐりて夜（ょ）もすがら」 芭蕉の名句、・・・・訳 仲秋の名月の

今夜、その美しい光の映る草庵の池の周りを回って一晩中名月をながめた。 

これを最近の落語ブームである落語風にすると、 

父・・・「ター坊、長サオなんか振り回して何をやっているんだ」 

ター坊・・・「お父ちゃん、あの月を落とすんだ」 

父・・・「そんな所では低くて駄目だ、屋根に登ってやればよい」 

それを聞いていた母・・・「さすがお父さん」と言ったそうです。 

「名月や あれを落せと せがむ子等」・・・川柳風にすると 

「こそ泥（こそこそ泥棒）も ゆるしてもらえる 月の夜」となります。 

十五夜の夜、果物等を縁側にお供えして月見をする風習がありました。それをガキドモが

暗闇から縁側伝いに四つんばいで近ずき立ち上がり、お供え物を盗み一目散に逃げま

す。「コラ泥棒」声はしますが捕まりません。こんな形で子供たちに果物を与えた良き時代

のことです。 

習い方 

パロディ型 （よく知られた作品を模し、内容を変えておもしろおかしく作り変える事）。 

「夏草や 兵どもが 夢の跡」（芭蕉作）・・・訳 兵どもの功名が夢と消えて戦いの跡に、 

夏草だけが茂っている。幼少のころ 「原っぱや ワルガキどもの クソの跡」、最近では 

「空き地あり 犬の散歩の クソの跡 」。 

考え方 

「 川柳(ｾﾝﾘｭｳ)も 蛙飛び付く 川柳(ｶﾜﾔﾅｷﾞ) 」 

川柳は考え方を変えることで、蛙も飛び付きますから気楽ですね。 

「 川柳は季語もいらなきやワビ、サビいらず五、七、五と書けば良し 」 

只只ひたすらに五、七、五と書くのみ。 

＜次号につづく＞ 

 

・ 川柳といえば、今毎日新聞夕刊で、「脳トレ川柳」を募集しています。 

その中から ・・・ 

  「 めがねどこ 新聞どこだ おまえ誰 」 「 鍛えすぎ 前頭前野 禿げ上がり 」 

・ サラリーマン川柳で、こんなのがありました 

  「 さからわず いつも笑顔で 従わず 」 「 早くやれ そういうことは 早く言え 」 

  「 まだ寝てる 帰ってきたら もう寝てる 」 「 耐えてきた そういう妻に 耐えてきた 」 

・ それでは、事務局からひとつ ・・・  「 会報を 読まぬ阿呆に 見ぬ阿呆 」 ―― 失礼  

 

 



（４）No．１６３ 

◇ お し ら せ ◇ 

  日時 場所 申込み、その他 

1 
１１月の 
 囲碁愛好会 

１１月１３日（月） 
９：３０～ 赤城倶楽部 ご自由にご参加ください 

２ １１月の麻雀会 
１１月 ９日（木） 
１１月２４日（金） 
９：３０～１７：００ 

赤城倶楽部 
会費２０００円 

申込み１１/４(土)２０日(月) 
下山國夫（0277-78-3204） 
荒井昭三（0276-52-0803） 

３ 
グランドゴルフ 

秋季大会 

１１月２７日（月） 
９：３０～ 

（集合 ９：１５） 

利根ｸﾞﾗﾝﾄﾞ 
ｺﾞﾙﾌ場 

会費：５００円 

申込み：１１月２０日まで 

高橋勝美（52-0398） 

４ 
第２９回 
ゴルフ愛好会例会 

１２月５日（火） 

８：４２スタート 

大間々ｶﾝﾄﾘｰ 
費用 6055 円 
（昼食込、飲み物別） 

募集 32 名 先着順 

萩原（56-3852）関根（31-8410） 

坂田（25-8732）石尾（52-2636） 

５ 
１２月の 

パソコンサークル 

１２月４日（月） 

１３：３０～１５：３０ 
労組事務室 ご自由にご参加ください 

６ 
１２月の 

カラオケ月例会 

１２月４日（月） 

１７：３０～２０：３０ 

カラオケ本舗 
「まねきねこ」 

0276-52-3450 

申込み：１１月３０日（金）まで 
佐藤辰利（0276-52-4688） 
大橋  浩（0276-52-3866） 

７ 編集委員会 
１１月２７日（月） 
１３：３０～ 

組合会議室 

都合の悪い場合は、事務局

まで忘れずにご連絡をお願

いいたします ８ 幹事会 
１２月４日（月） 
１６：００～ 

* ホームページで、“HISHINOMI・DESK CALENDAR ”を掲載しています。ご利用下さい。 

編集後記  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発  行            発行責任者  長嶺 元              三菱電機労働組合群馬支部 

2006-11-6  No.163    編集「菱の実会だより」編集委員会           ℡ 0276-52-3874 

菱の実会だよりホームページ アドレス http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/ 

 

＜漢字のこたえ＞   叔母、快復、追及、的確、意志、訪問、応対、所期、完璧、折衝 

＜岩松 孝壽  記 ・・ ・菱の実会事務局退任の挨拶＞ 

平成１１年５月から菱の実会事務局を担当させていただきました。当時は会員数が約１７０人ほど

で、総会・親睦旅行の準備、菱の実だよりの原稿づくり、印刷、封筒つめ、発送などを 1人で行って

いました。現在では会員数が約３８０人程までに成長し、愛好会活動も大変活発に行われるように

なりました。この間、役員の方々に助けられ今日まで事務局を担当してまいりましたが、環境関係の

業務を担当することになりましたので事務局から退くことになりました。 

これ迄の会員及び役員の皆様の御協力に感謝を申し上げます。 

＜大谷 清輔 記＞ 

・ 岩松議員から事務作業を引き継いで私が担当することになりました。会員の皆様との連絡、情報 

交換等今までと同様進めて行きますのでよろしくお願いします。 

・ 群馬菱の実会への連絡 ------------ 今まで通り、労働組合源田さん（女性）が受付 

          （０２７６－５２－３８７４・・源田さんより大谷及び長嶺会長が連絡を受け対処します） 

・ 菱の実愛好会の出欠等の連絡はそれぞれの会の代表者に連絡。（10 月より実施済み） 

FAX 0276-52-3207 



１０月１３日（金）、上武ゴルフ場に於いて、３６名の参加を得て実施されました。 

秋晴れの絶好のゴルフ日和りで、お互いに日頃の練習の成果を発揮して、楽しい一日を

過ごしました。成績は下記の通りです。優勝の竹沢さんは、グロスでパープレーでした。 

（１）No．１６４ 

    
 

第２８回 ゴルフ愛好会コンペ報告  竹沢 宏さん 優勝 

 

 

 

恵林寺にて 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

群馬菱の実会だより 2006-12-4(月) 

お疲れのようです・・・ 

順位 氏 名 ＧＲＳ ＮＥＴ 

優勝 竹沢   宏 72 70.8 

準優勝 田口 勝也 83 71.0 

３位 大谷 清輔 94 71.2 

４位 川口   博 87 71.4 

５位 鈴木 清一 80 71.6 

６位 高木よし子 79 71.8 

７位 橋本 保彦 90 72.0 

８位 萩原十四夫 82 72.4 

９位 境野 賢治 92 72.8 

１０位 水戸 友康 89 73.4 

１１位 立浪 嘉明 98 74.0 

１２位 椎名 美雄 98 74.0 

 
 

ボランティア活動（独居老人宅の枝下ろし）応援の御礼 

ＭＧＶ秋のメイン活動である「独居老人宅の枝下ろし作業」が１１月２５日（土）に行われ

ました。対象は尾島地区の２５戸で昨年より８戸増加し高齢化の進行がうかがえます。    

総勢５８人（内菱の実会員２８人）の方が参加し、家主の希望を聞きながら主に剪定、

枝下ろし、枝の収集作業を行いました。作業の終りには、お年寄りから多大の感謝と

労いの言葉を頂くと共に、ＭＧＶからも応援の御礼がありましたので報告します。 

なお、この活動は継続されます。次回も応援方よろしく願います。 

 

参議院議員「若林ひでき」支持者カード記入の御礼 

三菱電機労働組合群馬支部は「若林ひできの政策・活動」を支持していただける方を

広げる活動として「若林ひでき支持者カード」の記入活動を行っています。 

我が菱の実会にも記入依頼があり、会員の皆様にご依頼を致したところ多数の皆様に

ご記入を頂きまして有難うございました。御礼申し上げます。 

 



（２）No．１６４ 
 
【 会員投稿 】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“川柳を創って生活に潤いを”楽しんでいます 

              【 その２ 】  ペンネーム：川柳創駄郎 

過去の作品を列挙します。 

「定年や６０過ぎりや誰も来る、めでたくもありめでたくもなし」 

「宴会も俺が主役の送別会」   「ついに来た休み週休７日制」 

「定年後明日があるさ先送り」  「現役も亭主関白今いずこ」 

「我が家ではかかあ天下は昔から」「紅葉も落ちてしまえば枯落葉」 

「枯落葉粗大ゴミより軽いかな」  

「定年後役割分担命ぜられ」・・・炊事、洗濯、掃き掃除、精を出しすぎて 

「カアチャンがやることないよと家出する」・・・動かなければ 

「粗大ゴミ面倒ごめんと家出する」 

「カアチャンが行くとこないよともどります」・・・ほどほどに 

「昼酒を飲んで暮らせる夢を見た」  「定年後飯は三食昼寝付き」 

「妻が留守鬼の居ぬ間のカンビール」「妻が知る数が減ったよカンビール」

「正月や娘と一緒に孫が来る」 

「孫が言うバアチャン髪がなぜ黒い」・・・染めているから 

「孫が言うジイチャン髪がなぜ白い」・・・苦労しているから？ 

「孫帰る残るは妻と二人だけ」 「二人だけ広く感じるウサギ小屋」 

「喧嘩する一歩後退二歩前進」 「言い合いも黙った方が勝ち目あり」 

「一日を無口で暮らすいい男」 「我家にも派閥抗争妻と俺」 

「野暮（野党）な顔どちらが与党か余裕（与党）顔」 

 ニコニコ顔の方が勝ちですね  「喧嘩した供に若いと友は言う」。 

リレー川柳 

「妻が言う群馬県民バクチ好き」「バクチ好き小鳥になったか四十雀」 

「しじゅうから働き盛りは四十代」「四十代男盛りの花が咲く」 

「花が咲く咲かせて見せたい男意気」「男意気昔確かに有りました」 

「ありました過去にいろいろ色事が」「色事があったかどうか過去の事」 

「過去の事現場仕事で苦労する」「苦労する重ねた日日が宝なり」 

 

スローライフという言葉が世間で踊っているようです。自分の生活スタイルを考

え急がず休まずゆるやかに自分に合ったスピードを選び悠悠と暮らして行こう

と言う事でしょう。 

 「鈍人の俺に似合いのスローライフ」 

「携帯（ラジオ）を手に持ち出かけるウオーキング」 

「ヘソクリも年金暮らしで底を突く」「今日も又図書館通いの日日暮らし」

「本を読み辞書をひきひき日が暮れる」「辞書を引き苦労重ねて漢字知る」「用

達しを歩きで過ごす日和かな」  「金もなし外に出たいがカゴの鳥」 

「癒し系俺の希望は巨乳かな」・・・巨乳タレントが多くなったようですね 

  

  

  



（３）No．１６４ 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「巨乳駄目癒しの本命上戸彩」   「菜の花や利根の流れに彩映す」 

  金がなくても過ごせる三要素は 「金もなし本読み昼寝ウオーキング」 

 「毎日が晴耕雨読もあきが来る」爆発だ、岡本太郎じゃあるまいし、たまには 

  噴火もしてみたい。人間と言う生物はこうゆう時代ですからストレスと言う 

  マグマが溜まります、爆発とか噴火する前になにか対策することも人間の知恵 

  かもしれません。 

  俺流と勝手気侭な生活も妻の一言夢破れたり 「関白も所詮妻のお手の中」。 

まとめ 

金入る（年金）メシ喰いサケ呑み道楽も、山あり谷あり平野あり年金暮らしの  

日が続く、贅沢しなけりゃなんとかなるさ 収支決算ゼロで良し。 

暴飲暴食を慎み、道楽（パチンコ、カケ事）もほどほどに、平野（平和）に 

行こうとゆうことです。 

「指を折り川柳創りに精を出す」  「川柳も似たり寄ったりパクリかな」 

「川柳を創る習慣ボケ防止」・・・うまい！？ 

「自画自賛誰も誉めなけりゃ我誉める」 「駄作でも多く創れば良しもある」 

追記、 ペンネームは川柳を創れども創れども駄作の山です。これを基に 

川柳創駄郎と命名した 

 

  川柳に対抗して、事務局から「もじりことわざ」をお届けします。 

        『 ほっとけない！ 』シリーズ 

＜元のことわざ＞ ＜もじりことわざ＞ 

・ 待てば海路の日和あり 

いらだたずに待っていれば、 

早晩幸運が到来する。 

・ 待てば賄賂の効き目あり 

口利きひとつで賄賂が入る。その結果議員や
知事がやめるはめに。『ほっとけない！』 

・ 驕る平家は久しからず 

栄華を極めて勝手な振舞いをす

る人は長くその身を保てない。 

・ 奢る上司はよろしからず 

裏金を使って奢る上司。 

『ほっとけない！』 

・ 鯉の滝登り 

立身出世のたとえ。 

・ 故意の天下り 

日本は天下り天国。中には出勤ゼロで年収 

１０００万円も。 『ほっとけない！』 

・ 六十の手習い 

晩学のたとえ。 

・ 六十の手洗い 

六十を過ぎると手洗いに行く頻度が増えて
くる。前立腺肥大か。『ほっとけない！』 

・ 知らぬが仏 

知っていれば腹をたてたり心配
するが、知らなければ仏様のよう
に穏やかな気持ちでいられる。 

・ 知ってもほっとけ 

ＪＲ西日本の企業風土？。あの大惨事を知り
ながらボーリング大会、宴会とは。 

    『ほっとけない！』 

 

 

 



（４）No．１６４ 

◇ お し ら せ ◇ 

  日時 場所 申込み、その他 

1 
１２月の 
 囲碁愛好会 

１２月１１日（月） 
９：３０～ 

赤城倶楽部 ご自由にご参加ください 

２ １２月の麻雀会 
１２月１４日（木） 
１２月２２日（金） 
９：３０～１７：００ 

赤城倶楽部 
会費２０００円 

申込み１2/10(日)18 日(月) 
下山國夫（0277-78-3204） 
荒井昭三（0276-52-0803） 

３ 
１２月度 
グランドゴルフ大会 

１２月１８日（月） 
９：３０～ 

（集合 ９：１５） 

利根ｸﾞﾗﾝﾄﾞ 
ｺﾞﾙﾌ場 

会費：500 円 

申込 12/15 日（金） 

高橋勝美 0276-52-0398 
雨天中止 

４ ゴルフ愛好会例会 未定 
 
 

 

萩原（56-3852）関根（31-8410） 

坂田（25-8732）石尾（52-2636） 

５ 
１月の 

パソコンサークル 

１月８日（月） 

１３：３０～１５：３０ 
労組事務室 ご自由にご参加ください 

６ 
１月の 

カラオケ月例会 

１月８日（月） 

１７：３０～２０：３０ 

カラオケ本舗 
「まねきねこ」 

0276-52-3450 

申込み：12 月 28 日（金）まで 
佐藤辰利（0276-52-4688） 
大橋  浩（0276-52-3866） 

７ 編集委員会 
１２月１８日（月） 
１３：３０～ 

組合会議室 

都合の悪い場合は、事務局

まで忘れずにご連絡をお願

いいたします ８ 幹事会 
１月８日（月） 
１６：００～ 

* ホームページで、“HISHINOMI・DESK CALENDAR ”を掲載しています。ご利用下さい。 

編集後記  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発  行            発行責任者  長嶺 元              三菱電機労働組合群馬支部 

2006-12-4  No.164    編集「菱の実会だより」編集委員会           ℡ 0276-52-3874 

 

菱の実会だよりホームページ アドレス http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/ 

 秋の親睦旅行の帰り道、道の駅“秩父”で休憩した時のことです。その日は、駅舎の前に、

関の刃物市が開催されていた。菱の実会メーバーの I 氏が、私としては、想定外の高額と思わ

れる“剪定ばさみ”を購入していた。ご自宅の盆栽用ですかと聞くと。いやそれもありますが、

主目的は、菱の実会のボランティアで、あれですよと言われた。 

 同じ、道の駅で、他の会員が、あの松は昨日もやっていたねえ（昨日も剪定していたと言う

意味）、今日も未だ終わっていない、時間のかけすぎだよ、商売人は気の済むままやれていい

よねー。  ボランティアでは、そんなに時間は掛けられないよ。と言っていた。 

当方の心無い愚問を恥じると共に、菱の実会のボランティア活動が地域密着で正に、地につ

いていること、並びに、その技術レベルの高さを感じた。           （ 上村 記 ） 

 

FAX 0276-52-3207 


